
























































































































































to the City Movement）やインナーシティ問題，
都市経済の衰退とバブル崩壊など，幅広いテーマ
45
－45－
を取り上げ，それらとジェントリフィケーション
との関係性を示唆する工夫が施されている。例え
ば東京都中央区における路線価の推移と土地利用
の相関関係（第3章）は，主題図としても興味深
く，バブル経済崩壊後の東京中心部の路線価低迷
と，その後の集約的土地利用の発生要因との関係
性が示されている。同時に本書では大都市（本著
では「世界都市」）である京都，東京，ニューヨー
ク，ロンドン，ベルリン，大阪の中心部，すなわ
ちインナーシティの構造に関する紹介もなされて
おり，さらには全編に渡って地図・写真が多用さ
れているため，都市地理学の専門家のみならず，
それ以外の研究者や学生にも是非一読をお勧めし
たい良書である。
本著の著者である藤塚吉浩氏（大阪市立大学）
はジェントリフィケーション研究の専門家であ
り，本書でも様々な世界都市の紹介がされている
が，その軸は一貫して「ジェントリフィケーショ
ン」に置かれている。そのため，都市に興味の少
ない読者であれば躊躇しがちな世界「都市」を
扱っている書籍の中でも，各国に関する詳細な背
景知識や海外都市の個々の地理的名称に関する予
備知識がなくとも内容が理解できるという側面を
もっているといえよう。
末筆として今後，例えば本著でも取り上げられ
ていた東アジア諸国（第3章），旧社会主義国（第
9章）の研究の発展も期待されるし，または近年，
文化人類学分野などの隣接諸分野で進められつつ
あるアフリカ諸国等は，植民地経営の時代にアン
グロサクソン的都市開発の影響を少なからず受け
た例であり，こうした最新の研究を含め，全世界
におけるジェントリフィケーション研究の動向も
待ち望まれるところである。
 （池田真利子）
宮澤　仁編：『地図でみる日本の健康・医療・福
祉』明石書店，2017年3月刊，204p.，3700円（税別）
本書の編著者である宮澤氏は「はじめに」で本
書の特徴を簡潔に示している。すなわち，「日本
の健康・医療・福祉に関する図解事典」であり，
「「地図」を中心に据えて事項を解説」しているこ
と，さらに「保健・医療・福祉の分野で相互の連
携が重視されていること」を踏まえてこれらに関
わる事項を網羅していることである。
本書の執筆者は編著者の宮澤氏を含め18名に
及ぶが，彼らは保険・医療・福祉の各分野で実績
のある研究者である。それぞれの研究者の有する
研究課題は様々であり細分化されている部分もあ
るが，本書は，地図という共通の道具を用いたこ
とで，保険・医療・福祉という非常に幅広いテー
マを一つの軸で網羅し，共通性や個別性を理解す
ることを可能にしている。
さらに保険や医療を対象とした書籍であるが，
執筆者が地理学の研究者であることも本書の重要
な特徴である。この点について，宮澤氏は「おわ
りに」において「地域を多面的に把握すること，
また，他地域との比較を通じて自地域を相対化す
ること」が肝要であり，そのために地理学的視点
が重要であると説明している。本書には多数の地
図が掲載されているが，それらから地域の特徴を
把握し地域間の比較からその特徴を文章で説明す
るのは，地理学を学んだ者の得意とするところで
あり，本書では地図から何を読み取ることができ
るのか，丁寧な解説が付されている。さらに，カ
ルトグラムや経路距離に基づくバッファー分析な
どの地理学的な分析を用いることで，より詳細な
分析や考察も行っている。このように，地図を活
用した考察や記述という点が，保険や医療に関す
る類書に比べた際の本書の大きな特徴であり，地
理を専門とする者が執筆した効果が発揮されてい
